
申請者 邸　名

□ 住宅性能評価書の写し

□ 住宅性能評価書の写し

□

□ 外観の写真

□ 受領書

□
施工後の写真　または
納品書の写し

□ 木拾表または納品書

□ 木拾表または納品書

□ 木拾表または納品書

□
登録を証明する書類
または
預かり書の写し

□
点検を実施する予定の
誓約書　(原紙)

□ 受領書

高齢者対策等級3以上を検討する

地域材を主要構造部に５０％以上使用する

国土交通省指導による指定図書「いえかるて」等に登
録する(長寿命型)

　１年・３年・５年・１０年・１５年・２０年・２５年・３０年の点
検及び完了報告をおこなう

「ＪＢＮ住まいの管理手帳」を使って住宅のお手入れの
仕方を説明する

住宅性能評価　耐震等級2以上を推奨する　(長寿命型は必須)

必
須

(

必
ず
選
択
し
て
下
さ
い

)

瀬戸内海国立公園が含まれる当該地域における建築
に於いては色彩計画、デザイン等は環境に配慮するも
のとする。

　H29年度地域型住宅グリーン化事業　「瀬戸の家・グリーン」

共通基本ルールの概要分類
事業者
チェック
欄

【瀬戸の家・グリーン　共通ルール確認リスト】

提出物 事務
局

自然災害等に関する防災マップ等の情報をお客様に渡
す。
(センターHPよりダウンロード)

雨水タンク、節水トイレ、節水水栓等の利用を推進す
る。

主要構造部に合法木材（国内・国外）または県産材(香
川県・愛媛県・徳島県・高知県)を使用する

柱は105・120サイズを標準仕様とする
(但しツーバイフォーや大黒柱等の構造に支障のない柱
は除く)

H28年省エネ基準　断熱性能等級4以上



申請者 邸　名

□ 施工後の写真

□ 施工後の写真

□ 施工後の写真

□
施工後の写真　または
平面図に記入

□ 平面図

□ 施工後の写真

□ 施工後の写真

夏季における打ち水用水栓を設ける。

地表の温度上昇を抑えるため、グラウンドカバー用に
植物の植栽を促す。

選
択

(

一
つ
以
上
選
択
し
て
下
さ
い

)

分類
事業者
チェック
欄

共通基本ルールの概要 提出物 事務
局

大地震、風水害その他の災害に備え、生活必需品のス
トックスペースを確保する。

防災グッズ等の備蓄、保管を行う。

軒の出を深くする。

夏季の日射軽減にすだれ、よしず等を用いる。

夏季における風通しを良くするため通風計画を配慮す
る。

　H28年度地域型住宅グリーン化事業　「瀬戸の家・グリーン」

【瀬戸の家・グリーン　共通ルール確認リスト】


